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待ちに待った ASAHI 自然観 ASAHI スノーパークのスキー場開き当日、

ウサヒと弟子はゲレンデにいました。

ウサヒ 「おおー！リフトが動いてる。いよいよ本番って雰囲気だ。」

弟子 「師匠、何サボってるんですか？仕事、仕事！」



▲今日の任務はスキー場に来たお客様に朝日町のりんごをプレゼントすること

スキー場スタッフ 「駐車場入口で配ると渋滞が起きて大変だから、お客さんの車が駐車

してからプレゼントしてね。」

ウサヒ 「え゛・・・（今日は簡単って聞いてたけどこれって大変なんじゃ…）」

※（）内はココロの声です。



▲レンタルハウスからスノーパークの駐車場を見守るウサヒ

ウサヒ 「スキーヤーの車来たぞ！」

弟子 「師匠、車が止まってからですからね。轢かれないように気をつけて！」



▲車到着→駆け寄る→りんごプレゼント→レンタルハウスに戻る ※繰り返し



▲お客さん達は到着早々車の窓ガラスをノックするウサヒに戸惑いつつも

プレゼントのりんごを受け取ってくれました。

ウサヒ 「ハァハァハァハァ・・・（一回一回出ていくの大変だ・・・）」

▲あまりにハードな仕事に倒れ込むウサヒ

弟子 「師匠・・・なんか野球マンガで 1000 本ノック受けている人の様・・・」



ウサヒ 「（心が折れた）・・・今日はもうこれぐらいでいいんじゃないか・・・？」

弟子 「あ、師匠！美人さん達が手を振ってこっちに来ますよ！」



ウサヒ 「（可愛い・・・）ゲレンデが溶けるほど恋しそう・・・」

弟子 「ぜんぜん元気じゃないですか！あ、あっちの方も呼んでますよ！」



スキー場スタッフ 「ウサヒ、お疲れ！もう上がりだろ？」

ウサヒ 「（イケメン！）ウサヒをスキーに連れてって！」

弟子 「師匠・・・節操無い・・・」



▲しかし、りんごを配り終わる頃にはさすがのウサヒも疲れで放心状態・・・

弟子 「じゃあ、仕事終わったので早速スキー場に滑りに行ってきます！」

ウサヒ 「・・・ああ（元気だな）。楽しんでおいで。」



▲今回、疲弊していたためかウサヒの↑な姿は見られず・・・

ウサヒが滑走する姿は今シーズン見られるのか・・・こうご期待！

今年のASAHI自然観スノーパークは特典いっぱい！

詳しくは＞＞ASAHI自然観スノーパークのHPへどうぞ

ウサヒからのお知らせ



朝日町で「漢字検定」が行われます！

検定日 2月 8日（土曜日）AM10 時 00 分開始 場所 朝日町創遊館

(有)近江屋か朝日町商工会で 1月 7日（土曜日）までにお申し込み下さい。



▲今回、お話を伺ったのは近江屋の鈴木聡さん（朝日町商工会青年部）

聡さん 「漢字検定の資格を持っていると受験や就職で有利になる場合が多いのだけど、

県内では山形市か酒田市でしか受験が出来ないんだ・・・朝日町で漢検を受験したい人た

ちは山形市までいかなければいけなかったんだよ。それで今回、朝日町でも漢検を受け

られるように商工会青年部で主催したんだ。」



聡さん 「商工会青年部で漢検を主催するのは全国で朝日町が初めてだよ。」

ウサヒ 「それは凄い！全国初ってなかなかなれないよ。」



▲全国初「顔がゆがんだキャラクター」にはなれるかもしれない弟子ウサヒ

聡さん 「ウサヒは着ぐるみだし受験は難しいけど問題やってみる？今回の漢検はウサヒ

エプロンを作ったうちのお母さん（写真一番左）も受験予定だよ。」

ウサヒ 「久美子さんも！学生だけじゃなくて一般の人も参加出来るの？」

聡さん 「誰でも参加OK！漢字が得意になりたい・勉強し直したい人は是非」



▲そんな流れで聡さんからウサヒは問題集を借りました。



▲さっそく漢字検定の練習問題を解いてみる。

ウサヒ 「うーん・・・読めるけど書けない・・・（着ぐるみ的事情ではなく）」

弟子 「パソコンやケータイを使いだしてから漢字を書く機会が減りましたしね。これを機に

勉強し直しましょう！」



▲朝日町初開催の漢字能力検定。

開催日まで 1 ヶ月以上。実力試しに是非受験されてみてはいかがでしょうか。

※ウサヒは皆さんの集中力をそぐことのないよう当日は自粛します。


